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伝統的工芸意匠の再検討

伏見人形の成立とその周辺

片 山 行 雄

1.伝 統的工芸技術の問題点

日本の工芸文化の特長的な姿は,そ の揺籃期において,地 域的閉 鎖 の 歴 史

的,社 会的な条件の申で,極 めて集約的な醇化の過程をへて形成された もので

あった。それはただ一つの開口部を もつ壺中の世界において,自 然醗酵の形で

醸成せ られる醇醪にたとえる如きものであろうか。 この様な文化をは ぐくむ静

謐な社会環境の基盤は,西 欧諸国に類型を求めることは出来ないであろう。

純正芸術一般には求めることの出来ない,工 芸のみが もつ ことの出来る美の

要素は,人 間本性にもとず ≦真に工芸的な欲求が探求 し,習 熟して把握し得た

「材質」と 「技術」 との二つがその過半の運命 を負 うものである。

上代からの胎動 ・成育の時期を経て,中 世の末の自律的,精 神的閉鎖の場で

到達することの出来た 「雅」の技術美と,江 戸時代の現実的な材質自体の他律

的閉鎖の中に成立す る 「粋」の技術美 とは,い つれ も共に人類が到達す るこの

可能な究極の世界であ り,日 本が真に世界に誇 り得る唯一つの ものであろ うと

思 う。雅 も粋 も,工 芸の技術的美を言い表わす適切な言葉 とは云い難いが,特

別な表現の方法がないので今 この文字をか りる。雅 とはひなびに対す るみやび

ではな く,精 巧に対する雅致であ り,粋 は野暮に対するい きよりも,む しろ豪

華に対する瀟酒の概念に近い。これらはいずれ も,工 芸美を享受する特殊な趣

味態様として存立 しなければならないし,そ れは又,材 質,材 感に対する完全

味得,理 解の上にのみ成立つ所のものである。雅なる技術的美の 世 界 は,末
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完,不 整正の姿の故に,又 粋なる技術的美は不可視,不 顕の状態の故に,い ず

れも共に麁相の外貌を示す ものである。雅の本質は透徹した心情のうごきが こ

れを感覚 し得 るものであるが,粋 の本体は身体的動作によらねば知覚すること

が出来ない。いずれ も単 なる生理的視覚によって捕捉することは不 可 能 で あ

る。雅は不完の状態に形体をとどめ,晦 渋に代位せ しめた色相をもって現象の

表皮をおお う。粋の内方性は もと支配者の法や権力の抑圧に対す る抵 抗 に発

し,フ ラス トレーションの充足を求めて不可視的な場に至上の贅美を尽す こと

を試みる。雅は形而上的に現象を陰蔽する技術的過程によって,真 実の相の内

奥にあることを暗示し,粋 は享受 と提供との間の微妙なこころの交 流 に 結 ば

れ,形 而下的な美の存在を不顕ならしめる技術的方法である。技術的なものと

材質的なものの背後の深層の美に到達する時空の距離が,余 韻,余 情の残像と

してとどめられる所に,こ れ らの特殊性が認められるであろう。

これ ら特殊の工芸の美は,純 正芸術の如 く表象を単に感性的素材の申に固定

せしめることが目的ではない故に,技 術美 と称すべ きであるか もしれぬ。而 し

これ らの技術美は,単 に人閭の物を造 り得る能力に発 した,機 能概念の世界だ

けでは理解 し難い ものを含んでいる。西欧伝統の技術美の如き,目 的 も有する

合 目的性の反省の単純低級なるとは比較にならぬ。その技術美は恰 も鏡面の完

全反射に似て,表 面的観照にととまるが,日 本の伝統的工芸の技術美は,対 者

の表象 を作品の内方に吸引 して,作 者の表象と合一せしめずにはおかぬ。これ

ら技術美の結果としての作品は,現 代芸術がしばしば普遍的観照にたえ難い人

間疏外の表現 を続けるに対 し,開 拓すべ き抽象美の世界のあることを示唆する

ものであろう。

九月のある雨の日Vz,聖 護院に近い木匠碧外翁の工房をたずねた。彼は

この数年来手がけている,高 村光雲作の聖観音を安置すべき厨子の製作中

であった。その仕事は現代では稀に見 ることの出来る,伝 統的技術の典型

ともいうべ きもので,そ のすべての部分に含 まれ、る技術美を視覚にとらえ ド
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ることは,正 統的な木匠のみが もつ,材 質 と技術への理解なくしては困難

であろうと思われた。その特長的な素材としての桑の木目は,彼 が二十歳,

の頃福井の田舎で発見 し,す でに五十年近い年月を経たものときく,そ の

桑の木の上に流れた半世紀の時間は,既 に木材本来の反狂性を払拭 して,

今円熟した老匠の手によって氷遠の生命に生かきれようとしているのであ

った。

前赤壁の賦の淡い画賛をもつ,先 代道八の小碗に玉露を くんで くれた彼

の手元に,物 きびた黄銅の湯沸 しがおかれ,た がね彫 りの精緻な秋草 もお

はぐろ色の渋味におおわれ,銀 の露滴のいくつかがかすかに光った。心に

くい美しさにひかれ,手 近かにか りて蓋をのぞけば,内 部はすべて部厚い

純銀の打 ものであった。

次の日に金沢か ら来京した伝統工芸関係者 との懇談会の席上で,京 都側

のY氏 か ら漆器をたたみの上で製作する事の非能率が強 く指摘きれたが,

能率や生産性 とは関連のない世界で営まれるこれ らの仕事を,単 に嘲笑 し

おおせる人が あるな ら,彼 らはむしろその無智を嘲笑するにすぎないであ

ろう。

今日の伝統工芸を単に一つの企業 としてのみ見るな らば,悩 み多い数々の問

題 をかかえて困難な道を歩んでいるのは事実である。ただ企業 としての外に占

めている大 きな意義を見落 して,近 代設備の大工場でベル ト・コンベヤーに乘

って生産 される事々のぞむな ら,そ の時,伝 統の技術美は姿を消すことであろ

う。

現状の社会分業体制による企業規模の過小零細性や,技 術,設 備 の前 近 代

性,感 覚面での非現実性など,卑 近な問題 も数多いが,基 本的な重点の的を外

しては,角 をためて牛に殺す結果にな りかねない。第一は敗戦の劣等感が もた

らした,自 国文化に対する過小評価を改めることである。日本民族の伝統の美

とは全 くうらは らな,物 的消費を求めてきまようことの空 しさをやめて,日 常
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的生活空間の申にも価値創造の深い喜びの存することをさとるべ き で あ る。

高度な技術が正当に酬われるために}ま,現 在の流通過程は改められね ば な ら

ぬ。デンマークにおけるデン,パ ーマネン トの様な組織を採用することについ

ては,国 家 も地方自治体 も本気になって熱意を示すべき問題である。

亡びんとする伝統技術の一つとして,伏 見人形現在の実体にふれて きたが,

久 しい年月をかけて成立 した文化に対 しては,恒 久的な施策が重要であって,

弥縫糊塗の方策は有害無益であるとの結論に達 した。

伏見人形の歴史的事実に関しては,極 力曖眛な文献を排し,技 術的側面の追

及から瓦成型 との関係を明 らかにしたこと。伏見人形成立の初期の恩人たる人

形師幸右衛門抹殺説を排したこと。でんぼ うの語義についての誤解を正 したこ

となど,す べて末だ不充分乍 ら新しい意義 もあると思 うので略述してお きたい

と思 う。

竹田出雲の浄瑠璃に表われているところから,壺 々やでんばうの類は伏見人

形初期の時代か ら作 られ,近 代に至る迄作 られていた品種であることが知 られ

るにもかかわらず,現 在残っていない。初期において,半 ば実用的な土器製品

と,着 彩された禽獣土偶類との何れ もが存在 した事が明 らかであ り,当 時の陶

業を反映して,そ れ らが三種の別個の成型法に分れていたことがわか る。つま

りでんぼうはロクロ成型であり,つ ぼつぼは手造 りで他はすべて押型成型であ

る。現在伏見街道唯一軒の窯元大西家にお1、・て,で んぼうとつぼつぼに関 して

其形状す ら判 らなくなっていることは,大 西家が押型専門の家であった事を物

語 るものである。

明治三十五年の奥書をもち,同 四十四年に芸艸堂から刊行きれた清水晴風氏

のうないの友によって,で んぽうが轆轤による土器製であることを確かめ得た

ので,今 回復元の模品を作ったが,現 在迄の伏見人形の他の諸記録 と共に,伝

統技術の将来のために保存してお きたいと思 う。

皿.成 立の要因と歴史的背景
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凡そ特定の産業が特定の地に発生し,発 展をとげるについては,種 々の条件

が整わねばならないが,交 通運輸の未発達の時代においては,原 材料と技術 と

の二つは最 も基本的な条件であろうと思 う。土人形の芸術を伏見の地に成立せ

しめるに至った諸般の原因について,少 しく歴史的に回顧してみたいと思 う。

伏見深草の地が陶土を産し,早 くよ り陶業の開けた事については日本書紀に

記されている。即ち雄略天皇十七年,・土師連吾笥がヅ攝津の工人,山 城俯見村

の工人,伊 勢その他の民部を献 じ,供 御の器を作 らせたとあ り,贄 の土師部 と

称せ られたこれらの人々の記録は,伏 見陶窯についての濫觴を見 る事 が 出来

る。而 し記載によれば,当 時既に伏見村に工人の存在した事が知 られ,そ の起

元が更に古い事を物語っている。奈良朝には秦一族の聚落の地として,秦 の長

者伊呂具による稲荷社の創建があり,彼 らの生活から陶業の進歩を想像する事

が出来る。末期の行基による殖産事業は,京 都においても製陶製瓦の法を伝え

られてお り,そ の伏見深草 との関連 も古いと思われ る。平安京の造営に際し,

製瓦の業が栄えた事は明白であるが,秦 一族の隆盛や稲荷神社に対する歴朝の

尊崇は,・この地 を繁栄きせる充分な理由となったに相違ない。仁明天皇は深草

の地に葬むられ,深 草の帝 と称されるが,淳 和朝に稲荷社の神崇に際し,従 五

位下を授けられてより,朱 雀朝に正一位を贈 られる迄,稲 荷社の権威の増大 と

共に此地が重要な意義を持ち初める事が知 られる。申期以降深草は景勝の地 と

して貴族の別業 の地 と化 し,数 多の寺院の建立 も行われた。

陶業にっいては後鳥羽,伏 見両朝の記録 を見 る位で,凡 そ平安以降の日本文

化は,檜 皮葺の神殿造 りや,漆 工文化の時代で,陶 業 も製瓦 も沈滞の時期であ

る。鎌倉期に瀬戸開窯に先立 って,加 藤四郎左衛門が深草の地で製陶したとい

うのは単なる伝説であろう。室町期に及んで深草焼が登場し,初 めて施釉の陶

器や型物の小器物を造 り出すに至 る,而 して安土以降の時期には築城の盛行と

当時伝来した明代の進歩 した製法によって,此 地の製瓦は再び繁栄をとりもど

す。凡 そ瓦 と一般陶磁器 とは古い時代において区分がない事は,申 国において

,.



も同様であった。吾国でかわ.らけと称している素焼 の皿 は,瓦 舗 の 義 で あっ

て,瓦 製の浅い器物の謂である。土人形を指 してかわら人形 と呼んだのも同様

である。伏見深草は豊富な原料の故に上代から陶業が開けたが,其 製品が近代

迄瓦の製作を続 けていたという事は,伏 見人形の成立に関し技術的に重要な意

味を含んでいるのである。

凡そ陶磁器の製作は成型と施釉加飾と焼成 との部門に別れるが,成 聖には手

造 りと轆轤 と型物とG)三種の方法があり,型 物は更に押型,鋳 込みの二つにわ

かれる。型の材質は近代の量産にほ吸水性に富んで離型に便利な石膏型が使用

きれるが,古 い時代は木型か素焼型を使用 し,瓦 の如 き平面形の量産には木型

が最 も多く利用きれた と思われ る。木型によっては立体形の成型が出来難いと

ころから,割 型の方法を案出す るに至 るのであるが,室 町末期の型物の小器物

がどの様な技術によったかは不明である。深草焼の遺品 として,俊 成卿の古歌

によった辻井播磨作鶉香合の如きは,素 焼型で成型出来 るものである。 この作

品は余 りに小器物であるため,技 術的問題としてとり上げるには不適当と思わ

れ易いか も知れぬが,只 この作品が押型による二個の部分から成立 っている所

に,伏 見人形の成型技術に関する重要な示唆をもつ ことを見逃 して は な らな

いのである。工芸志料其他によれば,伏 見人形初期においては,素 焼 された二

個の部分を膠で接着 し,一 個の立体造型とした後着彩 したと伝 えられるから,

現在の様な型起しをした二個の素地 を,生 のままで接 ぎ合せて後焼成する技術

が何時の頃創案きれたか不明であるが,技 術的進歩の経過 と凡その年代 とを知

ることが出来るのである。陶磁器の器物成型の大宗は轆轤によったのであり,

型物の技術は瓦製造の側に発達す るものであるが,伏 見深草の陶窯 に お い て

は,図 らず もこの両者が共に存在 し発展 した事が,遂 に優れた土人形芸術を成

立させる大 きな原因 となったものであろう。

楽家に 「赤楽獅子の鬼瓦」の雄作が伝えられているが,作 者長次郎 も瓦職人

であったと考 えられる。今戸焼の半七 も,博 多の正木宗七 も,伏 見の幸右衛門

一50一



も,土 人形の創始者はいずれ も瓦職入であり,‡ 人形発祥の地はすべて瓦の産

地であった。まことに伏見人形は,瓦 やく窯の中か ら呱々の声を上げたものの

様である。伏見人形爾後の繁栄は遂に伏見をして土人形の生産地 と化せしめ,

初期の幸右衛門,中 期の松本五三郎,末 期の欽古堂亀祐の三人の偉人 に よっ

て,江 戸期の三百年間を,瓦 も陶磁器 も影をひそめる程の盛業の も とを拓 い

たのである。中期の作品として,九 々翁の 「伏見焼開運撫牛」が伝わっている

が,灰 黒色の瓦焼 きであ り,製 作年代の延享は幸右衛門と亀祐とのほぼ申間に

当 り乳中期の作風,技 術を知る意味で貴重な資料である。この十八世紀申葉 に

作 られた形式は,近 代迄行われているものの一つである。伏見焼,深 草焼 とし

て伝えられて来た製陶の伝統は,土 人形生産の勃興によって本来の業を清水に

譲ることとなったが,こ の人形の興隆にっいては,更 に幾多の原因があったの

である。その一つは交通の便であ り,当 時西国 との往復には伏見の港による淀

川の船運を利用 した もので,当 時 としては品質感覚において群に優れた新鮮な

商品を,各 地に撒布 して実物宣伝をするについての交通の便は,は か り知れな

い大 きな役割を果 したものであろう。明治の頃に も,竹 籠に梱包 された伏見人

形をつんで,伏 見街道を港に向う大八車の数は夥 しい ものであったと伝えてい

る。元禄の草子本にとり上 げられる程,早 い時代に江戸町民の間に浸透するこ

とが出来たの も,伏 見が もし交通に不便 な山間の地であったら,到 底考えられ

ないことである。

今一つの要因は土産物的性格において,恰 好の背景を有 した事によるもので

あり,平 安以来歴代の尊信を得て隆盛を続けた稲荷神社は,江 戸期に及んで庶

民,一 般人士の信仰を集めて繁栄の極に達した。小身から身を起 して老中に迄

出世 した田沼意次が,自 家に稲荷神を奉祠する程の信者であったことから,江

戸の町に稲荷を勧進す るもの多 く,各 所に稲荷社が祀 られる様になった。当時

民間の俗語に,伊 勢屋,稲 荷に犬の糞と称したの も,誠 にこの間の事情を明 ら

カ}にす るものである。稲荷信仰,本 社への参拝は,丁 荷土産 としての伏見人形
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を繁栄 きせたことは説明の用 もなかろう。

民芸辞典の編者某氏が,み やげとは宮笥の義であるとして,神 社の祭事に関

連ある如く語源を解訳しているのは誤 りである。土産はみやけの転であ り,御

宅,御 宅田,屯 田を称 したもので,京 都を遠 く離れた皇家一族の私有地であっ

た。屯田の産物を収納す る屯倉 もみやけと称 きれた様である。 この遠隔の地か

ら京都にもたらされるものが 「みやけもの」であり,都 には珍奇である点 を賞

した ものと考 えられる。転 じてそれは変った土地,珍 らしい旅の先から自家や

近隣に もた らされる 「いえづ と」をも意味する様になった もので,其 本来の性

格上みやげは珍奇であることが何よりの条件 として尊ばれ,其 みやげの背景が

著名な土地,名 所や大社名刹の信仰につながることは一段とその要素 を高める

事柄であった。かかる意味から,江 戸期における伏見人形普及の一因として稲

荷信仰,及 び土産物的背景を考えることが出来るのである。

皿.幸 右衛門の業績と年代

庶民階級の間に,鑑 賞の対象としての人形芸術が発生するのは,そ れらの階

層の経済生活に,な にがしかの余裕が与えられる程度6z商 工業の発 達 が 見 ら

れ,申 世的桎梏から解 き放 きれた造型感覚が生れようとするとき,言 い か え

れば近代の曙光が訪れようとする時期をまたねばな らなかったの で あ る,日

本の人形の歴史には,平 安朝の信仰的な匂いの強い天児や,か たしろか ら雛人

形 えの発展をたどる一つの系列があり,室 町の末,能 の面を打つ人達の技衛を

通 して,御 所人形,京 人形えと発展するが,こ の場合においても,信 仰的要素

か ら解放 され,観 照的作品に昇華するについては,彫 師達の目が人体造型の過

程に物の個を視ることの出来る,近 代精神の透過を必要 としたのであった。埴

輪における人体造型を,庶 民の側の土人形の歴史に結びつけようとす る試 み

は,多 くの文献に見 うけられるが,上 述の意味で当 らないと思 う。応仁につづ

く長期の内乱が終ろうとする頃,永 正が十八年,天 文が二十五年に近い年号を

継続 していることは,事 変 と改元との関連の歴史をみるとき興味深い ものがあ
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る。地方には土民の一揆が頗発し,中 央の支配権は地におち乍 ら,町 衆は着々

と自らの経済力を蓄積し,や がて花開く.べき庶 民文化のための社会的基;.:を徐

々に形成 しつつあ・った時代と考えられるのである。養老の創始 と云 う肥後の木

の葉猿は伝説にす ぎないとして,長 崎の古賀人形は文禄に発祥すると伝えられ

るのを始めとし,博 多人形が慶長,今 戸の土人形が享保,仙 台の堤人形が元禄

と伝えられている。伏見人形の創始者を,エ 芸鏡は天正中,工 芸志料は元和元

年 と、しているが,天 文の庶民文化胚胎期・より数十年を経て,天 正中より元禄に

かけての凡そ百年の間に,日 本の各地において郷土玩具土人形の類が完成 した

事を示 レている ものである。京都の文化に近 く,豊 富な原料とすぐれた技術 と

に恵まれた伏見人形は,そ の揺籃期を天文を中心 とする時代に遡 らせる事は無

理ではないと思 う。工芸志料は,元 和元年伏見の人鵤幸右衛門と云 う もの あ

り,初 めて小児玩具の土偶人を作る,と 云っているのは,出 典を明 らかにしな

いが,も し元禄頃の草子本や,後 の戯作類を根拠にした ものであれば,文 献 と

しての価値は心 もとないものと云わねばな らぬ。而し有阪与太郎氏が これらの

無価値に近い資料の類をとり上げることにようて,幸 右衛門の事績を否定 しよ

うとし,後 の伏見人形を語る者をして幸右衛門抹殺説の根拠 とし,そ れを定説

の如 くならしめたのは甚だしい錯覚 といわねばなるまい。1氏 が戯作申の人物を

とり上げて,幸 右衛門は浮田家の家臣であるか ら,人 形等を作 る筈がない と云

っているが,本 来人形師である幸右衛門を,た またま戯作者が とり上げて,主

家の仇討をする浪々の武人に脚色した ものであって,本 末転倒の論である。伏

見人形の初期に 「でんぼ う」と称するものがあって,草 子本その他にも見 うけ

られるが,語 義不明gと ころか ら古来諸説紛々となっている。このでんぼ う製

作のため稲荷神社境内の池のほとりの土を採 ったため,人 々がでんぼ うの池 と

称する様になった ものである,稲 荷社は庶民信仰の地であって,そ こには知識

的な要素は見 られず,現 在 もい くつかの池があるが本来名称.らしい もの は な

く,庶 民達が勝手に呼び習わした卑俗な呼名がある許 りである。後世でんぼう
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の語義をもて余した文献学者が,で んぼう池の土をとったか らでんぼうと称す

ると云 う付会の説をたてているが,前 記幸右衛門武人説と同様 もめの順序が逆

であるげ

幸右衛門の在世はおおよそ元禄を下限とし,摸 倣追従者たる今戸の半七が享

保中に土人形を初めているところか ら,数 十年を溯 る時代迄 と考えるのが妥当

と思 う。浮説の如き浪入武士の片手問で造 られる様な状態であるなら,伏 見の

如 き技術の伝統を有する所では,も っと早 く創出されなければな らない。土製

の二枚の型 をもって如何なる形体の人形 も大量に製形し得る体制を確立し,当

時庶民の嗜好に投ずる清新な感覚の賦彩をもって,颯 爽 として江戸町民を初め

時流を風靡する様な事業を創始したのは,並 々な らぬ非凡の才能 と見なけれ蠢

な らず,若 し幸右衛門を否定するな ら,別 個の人物を認めなければな らないの

である。幸右衛門の作を偽物と称 し,幸 右衛門の存在を否定する人 も多い。而

し偽物の存在によっては本物を否定 しようとする論拠にはな らず,単 に偽物存

在の証拠物件以外の効力はない。偽物によって作者を否定出来るなら,世 に抹

殺 きれ得る芸術家は限 りな く出来 るであろう。残念乍 ら文献は残されていない

し,遺 作の明証を欠 くの も事実である。而 し乍 ら曽て知識層や上層階級との関

連 をもたず,た だ庶民が造 り庶民が需めて伝えられて来た仕事に,文 献の伝わ

らないのは当然至極であ り,文 献があれば先づ疑 うのが正 しい態度である。世

に幸右衛門の作 と称するものは相当数あるか ら,そ れらを比較研究 した上でな

ければ,軽 々な判断は下すべきでない。偽は真の反対概念 として成立6の で,

真ににせ る行為を指すのであるか ら,対 象としての本物が予期 きれていなけれ

ば偽物の概念は成立 しようがないのである。だから概念の上では本物の成立は

既定の事実であって,世 上に流布 きれる多 くの偽物は本物存在の裏 付 け で あ

る。伏見人形の世界では古来,人 形屋幸右衛門は観念の上に実在し続けて来た

のである。具体的な現実とどの様に結びつけるかの問題が残 されている4zす ぎ

ない。有阪氏の如 く 「幸右衛門作 と呼ぶ ものは尽 く後人の偽物であち」と断ず
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る根拠はどこにもない。

古代希臘のイ リァッドやオディッセイに対 し,ホ ーマーが創作し た と云 う

明徴はな くとも,ホ ーマーを抹殺することは出来ない。世に伝記不明の人物は

数多いが,史 実にこだわって幸右衛門を否定するな ら,ホ ーマーとて同様でな

ければな らぬ。伏見人形は庶民的生活環境か ら必然的に派生し,文 化の上層部

の関知しないところで生 き続けて来た為,記 録文献が残 り得る要因は何一つ見

当らないのである。か くまで庶民性の特色の強い世界では,口 碑伝説 としてわ

ぎわざ仮空の人物を仕立てて迄,偶 像を求める理由はあり得ない。庶民の社会

にあって庶民の鑑賞に投 じ,庶 民の喝釆を博する仕事をなし遂げた人物を後の

世まで伝承して来た庶民の感情に対 しては,何 ら疑をさしはきむ理由がない。

ホーマーの古代希臘文学の世界における如 く,伏 見人形の黎明期に偉大な業績

を残 した人物の存在した事 を裏付けるものである。イ リアッドとオデ ィッセイ

との間に一世紀の距 りがあると云 う説がある。 もしそれが事実として確認 され

るなら,古 代希臘は偉大な二人の詩人をもつ事が出来たのであろう,そ れを私

は信ずることが出来る。 「かかる問題を論争するには余 りに人生は短かい」と

云 うのは,ホ ーマー論争に対するセネカの言葉であったが,ホ ーマーを疑い通

して,抹 殺することの出来る人のみ,人 形師幸右衛門を疑 う権利をもつ事が出

来 るだろう。

N.製 品の種類

伏見人形初期の品種を,今 日遺品によって確認することは不可能に近い。幸

右衛門以前の時代には岩絵具で彩色きれた,手 造 りの芸術的作品 も作 られた様

である。前掲室町末期からの深草焼の技術的進歩は,茶 器,手 焙 り,土 風 呂

等,雲 華焼に似た製品が造 られ,与 九郎,宗 三郎等の作者名や款印 も残されて

いる。それらの系列の粗雑な日用品土器 の類が,完 成期前の押型製品と共に,

稲荷の門前でひさがれたものであろう。幸右衛門時代の型成形技術の革新的な

進歩によ り,伏 見深草の陶工は競って其法に倣い,型 物が急速な発展をとげて
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此地を人形生産の申心地 と化したのである。

「小野炭焼深草土器商七小町」と云う出雲の浄瑠璃によると,炮 烙,炭 消,

油注の実用品,壺 々,人 形,鳥,獣 のわ らべだましの玩具類,稲 荷神社の使わ

しめとある信仰関係の ものが記されてお り,真 頼翁の志料には幸右衛門につい

て,「 その作るところの もの土偶人及禽獣又祭器に用いる盞 ,暈 を製す一 何

れ も世の喝釆を得 し名工な り」とある。陶器辞典は初期の製品として,狐,布

袋,で んぼう,つ ぼつぼ,柚,お やま,牛,西 行,土 鈴の九種を,又 近代のも

のとして布袋,狐,で んぼ う,西 行,撫 牛 ,ち よう,叶 福助,饅 頭喰,つ ぼつ

ぼ,か まかま,柚,成 田屋人形,曽 我の対面,鳩,鈴,蔵,雛,お ぼこ,角

力,馬 の二十種を上げている。現在行われているのは数十種 にすぎないが ,昭

和三十六年に開催した伏見人形展においては,大 西家は平素使用 しない形式の

ものを多数製作 し,又 高繩町に住む上田老の協力 もあって約二百種の作品が揃

ったが,恐 らくその過半は将来再び作 られる機会はなかろうと思 う。因に未調

査ではあるが,大 西家に所蔵する古型は尚数百種を数 えるであろう。今それ ら

の品種から概略の形式を分類して見 る。

1.実 用品系,初 期的稚拙な土器製実用品,炮 烙,田 炮,胡 麻煎 り,火 吹筒,

鈴,庫

2.信 仰呪術系,稲 荷信仰に結びつく狐,玉 等が,実 用品系列の ものと共に店

頭に列べ られ,型 の技術的発達に伴い品種を増 して行 く,幸 右衛門稲荷等

の狐の形式が伝 えられている点よ りして,発 祥年代の古いことを物語って

いる。

狐,玉,天 神,布 袋,牛,西 行,狛 犬,友 引(五 人子),俵 牛

3.招 福吉祥系,素 朴原始的信仰か ら,ゆ とりを見せる非直接的信仰系が展開

し,或 は縁喜 ものとして幅広 く浸透して行 く

七福神,福 助,お 多福,撫 牛,高 砂,亀y五 猿,ピ ンピン鯛,鯉 の 滝 昇

り,三 番叟,獅 子舞,ち よう,小 判狐,招 き猫
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4.'説 話,伝 説系,成 型法の進歩がますます形式を複雑化 し,教 訓,そ の他文

学的内容の表現を試みるに至る。

饅頭喰,二 十四孝,曽 我対面,盗 賊児童,三 条小鍛治,玉 取竜,狐 馬の り

5.装 飾鑑賞系,享 楽的な庶民文化の動向 も伺 うことが出来る段階で,純 鑑賞

形式の成立には,技 術的進歩に対する,消 費生活の向上が伴った事を証明

するものである。

歌舞伎人形,角 力,太 夫,お やま,お ぼこ,飾 馬,十 二支

6,玩 具系,初 期か ら存在しているものであるが,庶 民生活の向上が,彼 らの

生活の申に雛人形,五 月人形等を持込むに至 るのは,多 少遅れるものと想

像きれる。

'鳩 笛
,柚 でんぽ,犬,内 裏雛,大 将人形,み こし,か まど,め ん こ

以上のほか,上 記の総合的な品種 も数多 く見 られ,又 本来の目的以外,単 に

土産物 としての目的に利用きれる場合 も夥 しい ものであろうと想像 される。そ

の他 これら何れの分類にも属 きぬ特殊な目的の もの,珍 品,奇 種に類するもの

も若干は作 られたらしい。型の大小を含めて数えるならば,創 始以来造 られた

伏見人形の形式は実に千を超すべ く,渺 たる郷土玩具,土 人形 といえども,造

型史上まれに見 る彭大な体系 と云 うべ きであろう。又それ ら一々の作品の目的

には,当 時の庶民階級の思想信仰,風 俗習慣,世 態人情,趣 味好尚等,歴 史の

表面に現われる事のない社会層の実態が うかがわれて興味深い ものがある。

-V .む すび

伝統的工芸の当為の問題 としての観点か ら,伏 見人形を考えねばならない段

階に及び,尚 未完の問題点を残 しつつ,紙 数の多 くを技葉の事柄に割いた事を

選憾としたい。伝統的工芸共通の問題 と共に,伏 見人形独自の課題 も数多 くあ

るが,先 づ技術的観点か らの検討は第一の要点であろう。大西家現在の窯炉が

禾井.のない筒ぬけの窯であることは,窯 内熱効率の点か ら見て驚 くべ きもので

ある。その素焼製品は焼成申の烙につっまれ真黒になるが,最 終段階で天井に
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ぬれむしろを覆 うことにより,還 元作用で白 くしている様である。低火度焼成

のため破損し易いが,こ われれば再び稲荷山に戻って土 となると云 う,云 い伝

えの習慣的隋性で今に改められないO現 在稲荷の社前で売 られている狐,瓶 子

の類は,石 焼 きの堅宰なもので占められ,そ れら瀬戸,多 治見か らの移入品に

よって販路を荒 ざれている点を充分考慮 しなければならぬ。離型用 の キ ラ ラ

粉,接 着用の膠,そ の他材料,製 法の全般に亘って旧法の踏襲が 多 いが,腐

敗,凝 固,非 耐水性の膠の欠陥は改めるべ きものと思 う。

'工 芸の意匠,感 覚 としての観点か らは,商 品市場 に優劣を争 う根本問題であ

るがa嗜 好動向,市 場調査を考慮 されず,着 彩方法等 も先代以来の遺訓として

伝統墨守の方針をつづけている。博多人形初期の着彩は 「へそくり草」を彩料

とし又化粧土の火色による,渋 いものであったのを,1大衆的嗜好に合せて批難

をうけたが,そ れは博多人形今日迄の繁栄の因となった事実 も注目し度い。有

阪氏の 「伏見人形」には 「ひとり伏見人形は時勢の推移を知 らず,遅 々として

低迷を続け云々」とあるの檍 縢 甑 の問題力畫多く撚 艇 ρ∫郷尊 則

は博多人形について 「郷土的乃至芸術的価値からは甚 しく質を低下して,単 に

綺麗なお土産 として俗物の賞讚を受 くるにすぎない」と云いっつ,各 地土偶が

時代錯誤に陥って気息奄々たる申に,超 然として時好に投 じて栄えている実状

を認めている点 も参考 とすべきである。その形状についてはすでに数種の試作

を試み検討中であるが,色 彩の場合の如き感覚的要素は乏しい。

博多の初期は一品作であるが,伏 見は早 くよ り大量生産の進んだ方式で成功

している。而 もそれは同時に大量消費 に結びつける,種 々の巧妙な考慮が用意

されて居 り,廉 価に売る事が出来て消耗品の如 く考 えられていた。 「でづぢ で

んぼう稲荷の土産,お とした らわれる」と云 うわらべ唄に仕組まれ,子 供 らは

取 り落せば直ちに当然の如 く次を買い求めるのであった。 こわれて再び稲荷の

土になると云 う不合理は,い きさか も意に介 されていなかったの で あ る。 布

袋,鳩 その他,一 個を求 めれば更に二個乃至十数個 を求めねばならない様な購
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買心理に仕向けられ,消 費者にとってそれが合理化された形で受けとられてい

た事は驚嘆すべき知識であった。

伏見人形の窯元 は明治初期に五十軒,大 正中期四十二軒,昭 和五年に十窯元

が存在したが,今 次の戦争 には殆ど潰滅的打撃をうけて,現 在僅か一窯元を残

すにす ぎない。当主は販売上の巧妙な トリックを用いる人柄ではないが,斯 業

の将来の為には新 しい時代の流通体制についても考慮を煩わし度い所である。

今 日的な意匠の意味は,消 費調査,流 通過程,製 産方法等を含めた全体 と考 え

ねばならず,結 論 には時日をか りねばならないが,昔 日の盛運を回復して先人

の功にむ くいたい と念願している次第である。終 りに伏見人形現在の形式の成

立6zつ いては,文 政,天 保の頃の人,奥 田頴川の門人陶工欽古堂亀祐の業績に

よるものが多大であった事,又 手元にない文献は孫引 きによるものが多いが,

研究上重要と思われるものは列記した点を付記 してお く。

伏見人形に関する文献

本朝陶磁攷(考)証

日本陶誌(大 正五,大 西林五郎)

日本陶工伝(大 西林五郎,藤 井理伯)

府県陶磁沿革陶工伝統誌

陶器図録(昭 和十三,雄 山閣,巻 一)

陶器講座(〃 〃 ・)

京窯古今泥中閑話

日本山海名物図絵

陶器大辞典巻塚 五

日本書紀(雄 略十七年三月戊寅) 、 一

大概抄

日次記事

工芸志料(明 治十)

工芸鏡

美術年契

百科大辞典(第 山巻)・・
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辱

人形集成

うないの友(清 水晴風)

雑誌 「上方」四七号(昭 和 九)

伏見人形(昭 和四,'有 阪与太郎)

日本郷土玩具(昭 和五,武 井武雄)

伏見 人形の話(昭 和三六,田 中緑紅)

京都府伏見町誌(昭 和四,高 橋真一)

紀伊郡誌(大 正四)

新編 日本人形史(山 田徳兵衛)

歌舞伎狂言細見(大 正八,飯 塚友 一郎)

案内者(寛 文二,申 川喜一)

俳諧歳事記(其 角)

誰袖海

愚雑狙巻二

国本 国参考

澱川両岸一・覧(文 久三,1暁 晴翁)

堀川 の水(元 禄七)

西鶴,好 色五人女(貞 享三)

〃 西鶴織留(元 禄七)

花風,五 箇の津余情 男(元 禄十五)

乙州 それ ぞれ草(享 保四)

江 島其磧,世 間手代気質1(享 保十五)

〃 傾城禁短気(正 徳元)

竹 田出雲,小 野炭焼深草土器商七小町

上方 ぱなし(三 十六集)

大阪軍記 、'

仇討天下茶屋譚

奈川亀輔並木十輔,大 願成就殿下茶屋聚(天 明元)

春樹元輔,長 岡力作,大 願成就,殿 下茶屋聚(天 明二)

住吉詣殿下茶屋村(享 保二十)

住吉 奉納連歌茶屋誉文台(天 明元)

佐川藤太,近 松梅枝

鬻 認 飆 鵬 婦嫺 ・文政元・
近松政橘,奈 河一泉 「慶長年間忠孝仇討 絵本殿下茶屋聚(天 保三)
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